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序

八方遺跡は館林市街地の北部の台地上に位置します。

現在、本市には144か所の埋蔵文化財包蔵地があり、毎年、開発に伴う事

前の発掘調査がおこなわれておりますが、特に市街地に面した八方遺跡は、

倉庫や住宅等の建設が大規模に進められ、昭和56年度以降これまで10地点

での発掘調査が実施されてまいりました。

これまでの調査で、八方遺跡からは古墳時代の竪穴住居が15軒ほど確認

され、当時の集落形態を予想させる様々な遺構が確認されています。

本報告書は、その中から昭和60年度に実施したD.F地点、平成8年度

に実施したJ地点の3地点の調査結果をまとめました。このうち、古墳時代

の竪穴住居がD地点では8軒、 F地点では 1軒、 J地点では2軒確認され、さ

らにJ地点で発見された大型の円形有段遺構からは古墳時代の土器類が多く

出土し、当時のムラの共同施設的な性格を持つ遺構として注目されています。

また、その他にも八方遺跡からは中世の遺物を伴う溝や堀なとが確認され、

古代から中世にかけて私たちの祖先の生活の舞台が、「八方」の地で連綿と

続いていたことが予想されます。

ここに、ようやく調査報告書としてまとめることができましたが、本報告

書が、私たち館林市の歴史を知る基礎資料として、また地域文化の再発見に

役立てていただけることを願うとともに、発掘調査および報告書作成にあた

り多大なるご指導、ご協力をいただいた各方面の皆様に感謝申しあげ、序と

いたします。

平成 10年3月31日

館林市教育委員会

教育長高瀬利一



例日

1. 本報告書は、昭和60年度に発掘調査を実施した八方遺跡D.F地点、ならびに平成8年度

に発掘調査を実施した八万遺跡J地点の調査結果をまとめたものである。

2. 発掘調査地の該当地番は以下のとおりである。

D地点 館林市坂下町字八形3241番地

F地点館林市岡野町字八方23番地の l

J地点館林，fj岡野町字八方27番地の 1

3. D. F地点は共同住宅建設に伴うもので、 J地点は住宅団地建設に伴うものである。

4. 調査ならびに遺物整理は館林市教育委員会が主体となり実施したもので、その組織は次の

とおりである。

<D・F地点>(調査 ・遺物整理年度 昭和60年度)

主管課 文化振興課

調査担当者 文化財係学芸員同屋英治

向 調査補助員藤坂和延(現大胡町教育委員会)

発掘参加者 新井清松飯島富子飯塚猪之助石井ソノ 石川栄吉

小倉武小曽根靖子恩田英男菊池新作越谷長男

小島早苗坂村ヨツ長沢作次中島静江中村幸子

霞葉たか霞葉嘉亮

遺物整理 藤坂和延

(J地点> (調査・遺物整理年度平成7年~平成9年度)

教育長 高瀬利一

教育次長 関口久男

主管課 文化振興課

文化振興課長 田沼俊彦(平成9年3月まで) 今井敏(平成9年4月より)

文化財係長 石井正和

主査 新井直次

学芸員 問屋英治岡屋紀子(担当) 黒浮文隆阿部弥生原幸恵、

調査補助員 寺内景子

発掘参加者 麻生尚子石井悦雄石川栄吉荻野貴子 川島範子

小林浩子坂田岩吉砂場一寿高瀬広渡辺かっ

遺物整理 ・報告書作成



寺内景子長棟紀子根岸良子荻野貴子 川島範子

岸貴子

5. 報告書の編集ならびに執筆は岡屋紀子が担当した。

6. 発掘調査に係る図面 ・写真等の記録類、出土遺物、および関係書類等は館林市教育委員会

で保管している。

7. 発掘調査および報告書作成にあたり、下記の方々、諸機関にご指導・ご協力をいただきま

した。 厚く感謝申しあげます。(順不同・敬称略)

小島敦子 中山 晋

群馬県教育委員会 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

(財)栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター

凡 例

1. 挿図に、建設省国土地理院発行の 1/5万地形図(古河)、ならびに館林市役所都市計画課

発行の 1/2500都市計画図を使用した。

2. 本書における遺構番号は、発掘調査時に付したものを使用し、 D.F地点はA地点からの通

し番号を村し、 J地点では新たに遺構番号を付し直した。

3. 本書で使用した遺物番号は遺構ならびに項目別に整理し、新たに付したものである。

4. 本書で使用した図版のうち、遺構と遺物の縮尺はほぼ次のとおりである。

遺構… 1/60

遺物… 土器類 1/4 (破片の一部は 1/3)

石器類 1/2・1/3・1/4

古銭 3/4または 1/2

5. 本書で使用した図版のうち、遺構内で出土した遺物は、主な遺物を除き、土器を・、石器

を企、鉄製品等それ以外のものをムで表示した。
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第 I章八方遺跡の立地と環境

1.立地

館林巾は、群馬県の南東部、関東平野の北辺に位置し、北は渡良瀬川を隔てて栃木県に、南

は邑楽郡明和村を越え利根川を境に埼玉県に接している。市内ほぼ中央部には標高20m前後の

邑楽・館林台地と呼ばれる洪積台地が東西に延び、この洪積台地を取り囲むように、利根・渡

良瀬川に連なる中小河川の氾濫原である沖積地(低地)が広がっている。

八万遺跡は、東武伊勢崎線館林駅の北方約1.5kmに位置する占墳時代~平安時代の遺跡であ

る。所在地は館林市岡野町字八んならびに坂卜町字八形で、あり、名称は代表小字名を付して命

名された。遺跡は、館林・巴楽台地の北jflにあたり、渡良瀬川の氾濫原に突出する馬背状の舌

状台地 I~の標高 22----23m に立地し、す く北に旧矢場川の河道跡が残されている。

昭和57年度以降10地点で発掘調査が行われ、これまでに占墳時代中期から後期を中心とし

た住居跡なとの遺構の存在が確認された他、縄文時代の遺物の散布も多く、さらに中世の遺物

を伴う溝状遺構なども確認された。

N§
 

o 5km 
トー一一一一『一一一一一ー匂 L____  _____ ~_ 1 

第1図 館林市の地形と八方遺跡位置図
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2.周辺の遺跡

館林市内における遺跡数は、昭和58年から63年にかけて実施した市内遺跡詳細分布調査 (r館

林市の遺跡j)によると、推定地を含めて144か所あり、その多くは低い台地上に分布している。

その内訳は、遺物散布地として、旧石器時代3、縄文時代13(縄文時代の遺物のみ散布)、弥生

時代O、古墳時代から平安時代96(うち縄文時代の遺物散布が見られるもの23)があり、その

他では古墳17基(推定を含み延べ25基)、中世生産祉1、中世城館祉12(伝承地を含む)、近

世城館祉2となっている。平成9年度までの調査で、市内の 15か所の遺跡で住居跡が確認され

ている。

八方遺跡(13)は、館林・邑楽台地の北辺、渡良瀬川!の氾濫原に突出する馬背状の舌状台地

上に立地し、周辺には同様の立地上に縄文時代から中世までの遺跡が分布している。

このうち、八方遺跡から北西約1.3kmの地点に、高根・外和田遺跡(1)、高根城跡 (2)、高

根古墳群 (3)、高根稲荷大明神古墳 (4)などの遺跡が見られる。これらは邑楽・館林台地の西

から北側の縁に沿って連なる内陸古砂丘上の最北端に位置し、周囲は渡良瀬川の氾濫原である

低湿地に固まれ、館林市の中では標高が比較的高い32mの台地上に位置する。高根・外和田遺

跡は縄文時代から平安時代までの遺物を散布し、昭和41・42年の調査では縄文時代中期の一括

土器や、古墳時代前期から中期の住居跡3軒が確認されている。高根・外和田遺跡のすぐ南方に

は現在5基の古墳が確認されている高根古墳群や高根稲荷大明神古墳があり、古墳と集落祉の関

連が想定される。また、高根城跡は中世城館祉である。

八方遺跡から西の岡野幹線水路によって開析された谷を隔てた台地上には、新倉市j遺跡 (5)、

大道北遺跡 (6)、岡野・屋敷前・岡遺跡 (7)、大街道遺跡(10)がある。新倉前遺跡は奈良・

平安時代、大道北遺跡は古墳時代から奈良 ・平安時代、岡野・屋敷前・岡遺跡は縄文時代なら

びに古墳時代から奈良・平安時代、大街道遺跡は縄文時代と平安時代以降の遺物を散布する。こ

のうち、岡野・屋敷前・岡遺跡からは昭和57年の調査で縄文時代後期の住居跡の一部が確認さ

れ、大道北遺跡からは平成8年の調査で古墳時代後期の住居跡1軒などが確認されている。

このほか、八方遺跡の北約600mの位置に中世城館祉の蛇屋敷跡 (8)、東約600mの位置に

平安時代以降の遺物が散布する広内町1遺跡 (9)、縄文時代の遺物が散布する朝日町遺跡(11)

などがある。また、八方遺跡のすぐ南方に隣接して近世館林城の城下町が拡がり、城下町を囲

む土塁の一部(12) も残されている。

このように、八万遺跡を囲む環境は、近世城下町を基盤とした市街地開発が進んでいること

から、隣接する大街道遺跡なとは宅地化のためにそのほとんどが破壊されているのが現状で、八

方遺跡もこれまでに 10地点で調査が行われたことは、それを裏付けるものといえる。
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3.これまでの八方遺跡の調査

A 地点、

fi'l~林 di大子、日|郷(現坂下町)字八形 3232 にあり、昭和 57年、個人住宅建設の事前調査とし

て発射訓杏を実施し、占墳時代後期の竪穴住居 1軒(1号住居祉)が検出された。 1号住居祉は

尚側約4分の lの残符率ではあるが、約6.5x 6.4mのほぼJE)J形をし、遺構確認面(ローム面)

から約15cm掛り込んだ部分より床面が検出された。また、南壁および西壁下では幅10---20cm、

深さ約10cmの壁満がめぐらされ、カマドは東壁のやや南寄りに設けられた形跡が認められた。

杵穴は残存部分から4本、カマドのすぐ南に約90x 80cm、深さ約70cmの長方形の貯蔵穴が

確認できた。住民内からは古墳時代後期の土師器杯、護などが出土した。

81也点

館林|科大字附野(現岡野田J)字八方18-1にあり、昭和58年、配送用倉庫建設の事前調査と

して発射出l査を実施し、古墳時代中期の竪穴住居2軒 (2・3号住居祉)ならびに中世以降の溝

状遺構 1条が検出された。

2 ~f住出祉は、調査区のほぼ中央から比較的良好な保存状態で確認され、約 4.8 x 4.3mの長

方形をし、確認、面から約38cm掘り込んだ部分より床面が検出された。壁溝は認められず、南壁

寄りの中央部に約90x 55cmの楕円形をした炉が認められた。柱穴は4本で、南東コーナーに

約80x 70cm、深さ約90cmの楕円形をした貯蔵穴が確認できた。床面と壁部分には全体的に

焼成を受けた形跡があり、東壁中央部に炭化材や焼成灰がまとまって検出された。住居内から

は占墳時代中期の土日ili器輩、壷、杯、高杯、甑など 11個体がほぼ完形で出土した。

3号住民祉は、調査区の北隅から確認され、住居の北半分は溝状遺構により破壊されていた。

|判壁からの推定で一辺が約5.2mの方形をした住居で、確認面から約13cm掘り込んだ部分より

床面が検出された。壁溝は認められず、中央部に炉の一部が認められた。柱穴は残存部分から

2本、|朝来コーナーに深さ約75cmの貯蔵穴の一部が確認できた。住居内からは古墳時代中期の

上師器杯、高対iなとが出土した。

j帯状遺構は調査区の北隅から東西に延びる形で確認され、 3号住居祉の北半分を破壊して構築

されていた。上端幅約3.1m、底部幅60---90cm、深さ約2.9mの箱堀の形をした比較的大規模

な溝である。覆上に自粘土のブロックが多量に混入していることから、溝底面に臼粘土を敷き

詰めていたことが推定される。調査は長さ 7.6mのみで、全体の規模や形状は不明であるが、東

端、西端ともさらに延びることが予想され、構造は城館祉の環濠に酷似している。遺構内から

は中世の揺鉢や内耳鍋の一部などが出土した。

その他、遺構には伴わないものの、調査区内から縄文時代の石器(石鎖、石斧など)や土器

4 -
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J~ も多く出七した。

C 地点、

館林市大字|副野(羽岡野町)字八方22-3にあり、昭和59年、個人住宅建設の事前調査とし

て発抑制査を実施し、重複する竪穴住居2軒 (4号住居祉A・B)が検出された。この住居祉は

調査区の北側から検出され、約7.4x 7.0mのほぼ正方形をした住居 (B)の中に、約6.3x 6. 

Omのほぼ正方形をした住居 (A)が確認された。 4号住居祉Bは確認面から約 12cm掘り込ん

だ部分より床面が検出され、壁溝は認められず、カマドは南西壁のほぼ中央に設けられていた。

柱穴は4本確認できた。柱穴内から古墳時代後期の士gHi器杯が出士したことから、 4号住居祉B

は占墳時代後期の時期と比定できた。内側から検出された4号住居祉Aは、柱穴4本が確認でき

たのみで、 11寺期は不明である。

その他、遺構には伴わないものの、調査区内から縄文時代の石器(右ー鎖、石斧など)や土器

片などの他、右ー錐や~I乙安時代の士師器杯、近世の灯明皿や古銭なども出土した。

E地点、

館林市大字阿野(現足次町)字八方42-1にあり、昭和60年、個人住宅建設の事前調査とし

て発掘調査を実施した。特に遺構等の検出は認められなかった。

G 地点、

館林市大字岡野字八方869-6 (現足次町字八方2869-6)にあり、昭和61年、個人住宅建

設の事前調査として発掘調査を実施し、調査区南端から地下式横穴の一部が検出された。この

遺構は、ローム面における平面形約 1.3x 1.8mの楕円形をし、ローム層を約90cm掘り込んだ

部分から床面が検出された。底面は約1.4x 2.5mの長方形と確認された。遺構内からは古墳時

代後期の上師器杯の他、灰紬陶器や石臼、さらに、縄文時代の石器(石斧)や土器片、中世の

桔熔なとが出土したが、遺構の時期を確定することはできなかった。

H 地点、

館林市坂下町J字八形3244-1、3244-2にあり、 平成5年、配送用倉庫建設の事前調査とし

て発制調査を実施した。特に遺構等の検出は認められなかった。

i地点、

館林市坂ド町字八形3238にあり、平成7年、個人住宅建設の事前調査として発掘調査を実施

した。特に遺構等の検出は認められなかった。

-6 -



第E章 D地点の調査

1.調査の概要

D地点は、館林市坂下町字八形3241にあり、昭和60年、共同住宅建設の事前調査として発

掘調査を実施した。本地点は、八方遺跡のほぼ中央部にあたり、標高約23mの高さにある。東

へとゆるやかに傾斜し、遺跡地の東側は開析谷へと続く。

確認調査では、開発予定区域に一辺2mのメ ッシュをかけ、南西の杭を基本に、南北にA--R

までの 18列、東西に 1--20までの20列の合計360個のグリッドを設定し、ちどり方式で試掘

をし、遺構確認作業を行った。その結果、遺構と思われる部分を順次拡張し、 8軒の竪穴住居 (5

--12号住居祉)の他、溝状遺構 (2--4号溝)や特殊遺構の存在が確認された。 5号住居祉は調

査区の南東部分より検出され、その北に

南北に延びる溝状遺構 (2---4号溝)が確

認された。 6---8号ならびに11号住居祉の

5軒の住居は調査区中央部から南西部分に

集中し、重複が見られる。 10・12号住居

祉と特殊遺構は調査区の北西部分から確

認されている。この他住居祉等の遺構と

は判断できなかったが、遺物が集中して出

土した不明遺構が2か所認められた。特に

ここからは中世の板碑の一部も数点出土

した。

また、遺構には伴わないものの、縄文時

代の石器や土器片も多数出土している。

このうち、 5号住居祉は確認調査の範囲

で調査を実施し、報告を行った (W館林市

埋蔵文化財調査報告書第13集館林市内遺

跡発掘調査報告書，])05号住居祉は、約8.

4x7..1mの長方形をし、確認面から約

20cm掘り込んだ部分より床面が検出され

た。住居内は撹乱が著しく、カマドの痕跡

が北壁の一部に認められたのみであった。 第4図 D地点位置図

-7 -
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2.検出された遺構と遺物

(1)住居祉

6号住居祉(第7図)

調査区のほぼ中央部から検出され、 8号住居祉と重複する。約3.4x 2.2mの長方形をした小

規模な住居で、方位は北東75
0

である。壁高は約8----14cmを残す。住居内は撹乱が著しく、カ

マドは東壁の中央部に設置されていたが、そのほとんどは破壊されていた。壁溝、柱穴、貯蔵

穴とも検出されていない。

遺物は、土師器杯・護などの破片は多数出土したが、時期を確定できるものはなかった。
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6号住居祉土層注記

第l層暗褐色土粘性有 ロームブロ ック ・焼土粒子多量含む

第2層 明褐色土締り・粘性有 ロームフ"ロック少量、焼土粒子多量含む
第3層褐色土締り・粘性無 ローム粒子多量含む

第4層褐色土粘性有 ロームブロ ック少量含む

第5層黄褐色土締り・粘性無 ローム粒子多量含む

第6層暗褐色土締り有 ローム粒子・カーボン粒子多量、焼土粒子少量含む

第7層暗褐色土締り有 ローム粒子 ・カーボン粒子多量含む

第8層暗褐色土締り有 ローム粒子多量 ・カーボン粒子少量含む

第9層灰白色土締り ・粘性有白色粘土層

6号住居祉遺構図
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7号住居祉(第8図)

調査区の南西部から検出され、 8・11号住居iJtと重複する。約4.3x 4.4mのほぼ正方形をし、

方位は北西50。である。壁高は約15---19cmを残す。住居内は撹乱が著しく、井戸祉により住

居内の一部が破壊されているが、床面はほぼ全面に比較的良く残されている。西壁の中央部付

近に焼成灰や炭化物等が認められたことから、カマドの痕跡とも推定される。柱穴は3本検出さ

れ、南東部の柱穴は井戸祉により破壊されていた。壁溝、貯蔵穴とも検出されていないD

7号住居祉出土遺物 (第9図)

遺物は、古墳時代後期の土師器翠 ・壷、須恵、器壷等が出土し、 実測可能なものは6点であった。

このうち、 土師器翠 (1・ 2)は西壁のカマドの痕跡付近のほぼ床面上から出土。土師器壷 (3)

は北西部の柱穴内より出土。須恵器壷 (5)の破片は住居内中央部のほぼ床面上から出土。各遺

物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径 17.0 
2/3 
①赤褐色②良

口縁部横なで。胴部は箆削り。l 
嚢 器高 15.3 ③粗砂粒

2 
土師器

器高(16.6) 日岡部
①赤褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆自IJり。

聾 ③細砂粒 内面は箆なで。

3 
土師器 口径 10.8 

'フ三じフjf~
①明褐色②良

口縁部横なで。胴部は箆削り。
宣τ土:l: 器高 18.9 ③粗砂粒

4 
土師器

器高 (8.1) 1/4 
①淡褐色②良 胴部箆磨き。内面は箆なで後、

甑 ③細砂粒 箆磨き。

5 
須恵器 口縁部 ①暗灰白色②還元焔・良 外面に波状沈線の 一部あり。
宣=会宣= 破片 ③砂粒 内面に暗緑色柏がかかる。

6 
須恵器 腕部 ①暗灰白色②還元焔 ・良 ロクロ整形。外面は平行叩き

聾 破片 ③細砂粒 目。
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7号住居I止土層;主記

?H 1 )剖 H白褐色土砂粒子多量含む にノ 4 ム V P3 
第 2庖i11昔褐色土締り・粘性有 ローム粒子・カーボン粒子少量含む

?f; 3 )首位j色土締り・ *I~性有ロ ーム粒子多量含む

第 4崎 県十日色土柿'り・本!ï~~:有 ローム粒子・カーボン粒子多量含む

第 5届褐色土締り ・粘性有 ローム粒子多量、ロームブロック少量含む

第 6周1IF1褐色土締り・粘性有 ローム粒子少量含む

第 7)冒褐色土締り・粘性有 ローム粒子・ロームブロック多量含む

第 8層 H白褐色土締り・粘性育 ロームブロック多量含む

第 9層階褐色土締り・粘性有 ローム粒子多量含む

第 10回 H昔褐色土締り・粘性有 ローム粒子・ロームブロック少量含む

5fi 11周 黄褐色土締り・粘性有 ローム粒子・ロームブロック多量含む o 
~n 12)国防褐色土締り・粘性有 ローム粒子少量含む

第 13悶 1J1 f~色土粘性有 ロームブロック多量含む
第 14)苗 H許托j色土締り有 ロームフ'ロック多量含む

出15厄i烈柑色士締り有 ローム粒子・ロームブロック微量含む
~~ 16)1弱体褐色土締り有焼土粒子・焼土ブロック多量含む

第17)舟 j天褐色土 中市り有焼土・カーボン粒子少量含む

第8図 7号住居祉遺構図
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7号住居祉出土遺物第9図

8号住居祉(第10図)

調査区のほぼ中央部から検出され、 6・7・11号住居祉と重複する。約5.5x 5.9mのほぼ正

方形をし、方位は北西60
0

である。壁高は約4--7cmを残す。住居内は撹乱が著しいが、床面

はほぼ全面に比較的良く残されている。西壁の中央部付近に焼土や焼成灰、炭化物等が認めら

れたことから、カマドの痕跡とも推定される。 4士火は44:検出された。壁溝、貯蔵穴とも検出さ
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8号住居I止土層注記

第 1}酉暗褐色土締り有砂粒子多量含む

第2J酉暗褐色土締り有 ローム粒子 ・焼土粒子少量含む
第3層階褐色土締り有 ローム粒子多量、焼土粒子少量含む

第4脳黄褐色士締り有 ロームブロック多量含む

第5層褐色士締り ・粘性有 ローム粒子少量含む

第6層暗褐色土締り有 力ーポン粒子多量含む

第7層 H音褐色土締り有 焼土粒子少量、カーボン粒子多量含む

第8屑 H背褐色土 締り ・粘性有 ローム粒子多量、焼七 ・カーボ.ン粒子少量含む

第9届暗褐色士締り ・粘性有焼士粒子微量含む
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8号住居祉遺構図
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8号住居祉出土遺物(第 11図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯等が出土し、実測可能なものは2点であった。このうち、土

師器杯(1)は住居内中央部のほぼ床面上から、土製円板 (2)は東壁際より出土した。各遺物

の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器 口径 15.0 

1/5 
①明赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (2.9) ③細砂粒、 黒雲母粒 内面は箆磨き。

土師質 説を 4.7 
完形
①暗褐色②良 土師器底部片を利用し、周囲を

2 
土製円板 横 4.2 ③細砂粒 削って円形に加工。

o ~ 2 
010cm  

第 11図 8号住居祉出土遺物

9号住居I止(第 12図)

調査区のほぼ南西部から検出された。西壁の長さが約7.5mの方形であるが、東壁部分が破壊

されているため、全体の規模は不明である。方位は北西57
0

である。壁高は約5--14cmを残

す。住居内は撹乱が著しく、 2基の井戸祉により住居の西壁と南壁の一部が破壊されている。床

面は東壁中央部に一部残されている。西壁の中央部付近に焼土や焼成灰、炭化物等が認められ

たことから、カマドの痕跡とも推定される。柱穴は2本検出され、北西部と南西部の柱穴は撹乱

により破壊されていた。壁溝、貯蔵穴とも検出されていない。

9号住居祉出土遺物(第 13図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯、輩、須恵器片などが多数出土した他、土錘や鉄製の万子

等も出土し、実測可能なものは7点であった。このうち、土師器杯(1・ 2)は住居の南西隅か

ら、土師器杯 (3)は住居内中央部のほぼ床面上から出土。土師器蜜 (4)は住居の東部分から、

須恵器片 (5)は西壁際より出土した。また、土錘 (6)は住居の北部分から、鉄製万子 (7)は

住居の南部分から出土した。各遺物の詳細は次のとおりである。

ヴー
司
1
4
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9号住居祉土層注記

第1層暗褐色土締り ・粘性知砂粒子多量含む

第2層 H音褐色土締り・粘性無 ローム粒子 ・砂粒子多量含む

第3層 階褐色土締り ・粘性無 ローム粒子多量、ロームフeロック ・焼土粒子少量含む

第4層明褐色土締り有 ローム粒子少量含む

第5層 11高褐色士締り有 ローム粒子・ロームブロ ック ・粘土フeロック少量含む o 
第61罰 lI ~f褐色 -L 締り有 ローム粒子多量含む

第 12図 9号住居祉遺構図
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番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器 口径 14.2

2/3 
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.4 ③細砂粒 内面は箆磨き。

2 
土師器 口径 14.8 

1/3 
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.3 ③細砂粒 内面は箆磨き。

3 
土師器 口径~ 13.0 

1/2 
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆首IJり。

杯 器高 4.9 ③細砂粒 内面は箆磨き。

4 
土師器

口径~ 16.0 口縁部
①明黄褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 ③細砂粒 内面は箆なで。

5 
須恵器 嗣部 ①暗灰白②還元焔・良

外面は平行叩き目。
墾 破片 ③砂粒

6 
土師質 長さ 9.9 

完形
①赤褐色②良

穿孔径 0.6cm。
土錘 {歪 3.5 ③細砂粒

7 
鉄製 長さ (11.7) 

両端欠損
万子 幅 (1.5)

ミ孟~ ミ呈
¥、4d

日
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第13図 9号住居祉出土遺物
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10号住居祉(第 14図)

調査区のほぼ北西部から検出された。約4.7x 4.9mのほぼ正方形をし、方位は北西13
0

で

ある。壁高は約 10--18cmを残す。住居内は撹乱が著しいが、床面はほぼ中央部から南部分に

かけて比較的良く残されている。北東隅に焼土や炭化物等が認められ、さらにカマドの袖部と

思われる粘土塊の一部が検出され、カマドの痕跡と推定される。柱穴は4本検出された。壁溝、

@ 

1)' ___ 

E' 

， C〆
13 '_ 

貯蔵穴とも検出されていない。
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10号住居祉土層注記
第l層暗褐色土締り・粘性有 ローム粒子・カーボン粒子少量含む

第2層褐色土締り・粘性無 ローム粒子・ロームブ、ロック多量含む

第3層褐色士粘性有 ローム粒子少量含む

第4層褐色土締り・粘性有 ローム粒子 ・ロームブロック多量含む

10号住居祉出土遺物(第 15図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯、費、須恵器片などが多数出土し、実測可能なものは4点で

あった。このうち、土師器杯(1)と土師器翠 (2・3)は住居の中央部周辺の床面上から出土。

須恵器片付)は東壁際より出土した。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器 口径 12.2 

1/2 
①赤褐色②良 口縁部外面は横なでの上に箆磨き。

杯 器高 (5.5) ③組砂粒 体部は箆削り。内面は箆磨き。

2 
土師器 口径~ 20.8 

2/3 
①赤褐色②良 口縁部内外面とも箆磨き。胴部は

小型聾 器高 (9.6) ③細砂粒 箆削り。内面は箆なで。

3 
土師器

口径 13.0 口縁部
①淡褐色②良

口縁部外面は箆なで。
聾 ③細砂粒

4 
須恵器 胴部 ①灰白②還元焔・良

外面は平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

将 肌件 【3

品 ~ 4 
。 10cm 

第15図 10号住居祉出土遺物
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11号住居祉(第16図)

調査区のほぼ中央部から検出され、 7・8号住居祉と重複する。特に8号住居祉によってほぼ

破壊されているため、全体の規模は不明である。壁高は約4--8cmを残す。住居の南東隅の柱穴

1本と貯蔵穴l基のみ確認できた。貯蔵穴は長軸95cmの楕円形をし、深さが約86cmであった。

N
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/ 

回 ¥ぺ ll
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7号住居祉 ⑥。
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第 16図 11号住居I止遺構図
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11号住居祉出土遺物 (第 17・18図)

遺物は、貯蔵穴より古墳時代後期の土師器杯、嚢等が出土し、実測可能なものは6点であった。

このうち、 土師器杯(1・ 2・3)は貯蔵穴の上層部から、土師器杯 (4)と土師器護 (5・6)は

貯蔵穴の下層部より出土した。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形 ・調整の特徴、備考

l 
土師器 口径 13.2 

フ乙形
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。内面

杯 器高 6.7 ③粗砂粒 に剥離がみられる。

2 
土師器 口径 13.5 

完形
①赤褐色②良 口縁部横なで。口縁部内面に櫛なで。

杯 器高 6.7 ③粗砂粒 体部は箆削り。内面は箆磨き。

3 
土師器 口径 11.6 

フ-=己~jπ1:/ノ
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。内面

杯 器高 6.7 ③細砂粒 に剥離がみられる。

4 
土師器 口径 12.0 

完形
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。内面

杯 器高 5.2 ③細砂粒 は箆磨き。

5 
土師器 口径 14.5 

完形
①淡褐色②良 口縁部横なで。腕部は箆削り。内面

聾 器高 22.7 ③細砂粒 は箆なで、。

6 
土師器

口径 23.0 口縁部
①淡褐色②良 口縁部外面は横なでの上に箆磨き。

費 ③細砂粒 胴部は箆削りの上に箆なで。

3 

宅野P

第17図 11号住居祉出土遺物 (1)
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6 0 10cm 

第 18図 11号住居i止出土遺物 (2)

12号住居祉(第 19図)

調査区の北西部から住居の南東部分約1/4が検出され、それ以外は調査区外で未調査のため、

全体の規模は不明である。方位は北東70。である。壁高は約7----8cmを残す。住居の南東隅は

撹乱が著しく破壊されているが、床面は中央部に残されている。また、中央部やや東よりの床

面上から炭化材が検出された。東壁のほぼ中央部からカマドが検出され、全長90cm、袖幅1.1m

が残されていた。また、焚き口には焼土や焼成灰、炭化物等が認められた。柱穴、壁溝、貯蔵

穴とも検出されていない。
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12号住居祉土層注記

.・ノ〆 A'

ヒコ白色粘土範囲

EfIDカーボン範囲

匿璽焼土範囲

⑤Z 

A' 

第l層暗褐色土締り有 ローム粒子少量、焼土粒子微量含む

。 2m 

第 19図 12号住居祉遺構図
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12号住居祉出土遺物(第20図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯、輩、須恵器杯などが多数出土した他、土錘なども出土し

実測可能なものは8点であった。このうち、土師器杯(1・ 2)、土師器護 (4)、須恵器片 (7)は

住居の南壁付近から、土師器杯 (3)は住居の東壁付近から出土。また、土師器手担土器 (5)、

須恵器杯 (6)、土錘 (8)は住居内中央部のほぼ床面上から出土した。各遺物の詳細は次のとお

りである。

番号 器種 法量 (crn) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器

口径 24.5 1/4 
①暗赤褐色②良

口縁部横なで。体部は箆削り。
杯 ③細砂粒

2 
土師器

口径 13.8 1/3 
①暗褐色②良

口縁部横なで。体部は箆削り。
杯 ③粗砂粒

3 
土師器 口径 15.2 

1/2 
①赤褐色②良

口縁部横なで。体部は箆削り。
杯 器高 3.7 ③細砂粒

『同

4 
土師器 口径 19.8 

3/4 
①暗褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 17.5 ③細砂粒 内面は箆なで。

5 
土師器 口径 5.6 

元形
①赤褐色②良 内面は指なで。内面の一部と外

手担 器高 2.6 ③細砂粒 面に指頭痕あり。

須恵器 口径 11.2 ほぼ ①灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。底部箆削り。
6 
杯 器高 5.4 完形 ③細砂粒 底部に箆記号あり。

7 
須恵器 把手 ①暗灰白色②還元焔・良

提瓶 破片 ③細砂粒

8 
土師質

1/2 
①明淡褐色②良

外面は指なで。
土錘 ③粗砂粒

Fo 
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(2)特殊遺構

1号特殊遺構(第21図)

調査区のほぼ北西部から検出された。約2.5x 1.9mのほぼ長方形をした掘り込みで、南東隅

を10号住居祉により破壊され、西壁を撹乱により破壊されている。確認面からの深さは約30--

35emである。北壁と南壁際にピット状の掘り込みが検出された。さらに、遺構の西半分より炭

化した籾殻の純層が約20cmの層を成して確認された。このことから、本遺構は貯蔵用の遺構の

ーっとも考えられる。

B 

------

N

也

B 

し/ 〈

13' 
¥、、

〈

1号特殊遺構土層注記

第l層褐色土締り・粘性無

ローム粒子・ロームブロック

多量含む

第2層暗褐色土締り・粘性無

焼土粒子・炭化籾少量含む

第3層黒褐色土締り・粘性無

炭化籾を多量に含み、 官日

純層を成す。焼土粒子少量含む

第4層暗褐色土締り・粘性無

焼土粒子少量含む

。 2m 

第21図 1号特殊遺構遺構図

1号特殊遺構出土遺物(第22図)

遺物は、古墳時代後期の須恵器裂の破片が出土し、実測可能なものは7点であった。各遺物の

詳細は次のとおりである。

内

Iつ臼



番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

須恵、器 日岡部 ①灰白色②還元焔・良
外面は平行叩き目。

聾 破片 ③砂粒

2 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良

外面は樹目。内面は叩き目。
蜜 破片 ③砂粒

3 
須恵器 日岡部 ①灰白色②還元焔・良

外面に暗緑色柚がかかる。
聾 破片 ③砂粒

4 
須恵、器 胴部 ①灰白色②還元焔・良

外面は櫛目。内面は叩き目。
聾 破片 ③砂粒

5 
須恵器 胴部 ①灰白色②還元焔・良

外面に暗緑色柚がかかる。
聾 破片 ③砂粒

6 
須恵器 日同部 ①暗灰白色②還元焔・良 外面は平行叩き目。内面は叩き

聾 破片 ③砂粒 目。

7 
須恵、器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良

外面は平行叩き目。
聾 破片 ③砂粒
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(3)溝状遺構

2号溝(第23図)

調査区の東部分、 5号住居祉の北側から検出された。走行は南北に直線的に延び、規模は幅約

60cm、長さ約12.6m、深さ 12-18cmを測る。溝の南端を3号溝によって切られている。

3号溝(第24図)

調査区の東部分、 5号住居祉の北側から検出された。 2号溝を切り、ほぼ継続するような形で

南北に直線的に延びる。規模は幅約1.5m、長さ約8.2m、深さ約30cmを測る。

4号溝(第25図)

調査区の南東部、 5号住居祉を半分切るような形で検出された。走行はやや東西に傾きながら

南北に直線的に延びる。規模は幅約90cm、長さ約4.1m、深さ約12cmを測る。

溝状遺構出土遺物(第26図)

2、3号溝からは、古墳時代後期以降の土師器や須恵器の破片が出土し、実測可能なものは3

点であった。 4号溝からの遺物の出土は少なかった。このうち、須恵器杯片(1)と土錘 (2)は

2号溝から、須恵器翠の破片 (3)は3号溝から出土した。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

l 
須恵器 底部 ①暗灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

杯 破片 ③細砂粒 痕あり。

2 
土師質

f歪 3.2 
両端 ①赤褐色②良

土錘 欠損 ③細砂粒

3 
須恵、器 胴部 ①灰白色②還元焔・良 外面は平行叩き目に暗灰白色の

聾 破片 ③細砂粒 自然、紬がかかる。
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3号溝土層注記

第1層暗褐色土締り有

ローム粒子多量、ロームブロ ック少量含む

第2層暗褐色土締り有

ロームブロック ・焼土粒子少量含む

第3層褐色土 締り有

ロームブロ ック多量含む

第4層暗褐色土締り有

ローム粒子 ・焼土粒子少量含む

第5層黄褐色土締り ・粘性有

ロームブロ ック多量含む

第6層褐色士締り有

ロームブロック ・ローム粒子多量含む

。 2m 

第24図 3号溝遺構図

司
l
ムqu 



N

⑪
一

A A' 

。
2m 

第25図 4号溝遺構図

仁ク いた:b dジ3

白 2
o 10cm 

第26図溝状遺構出土遺物

つ臼qu
 



(4)不明遺構

1号不明遺構(第27図)

調査区の北側中央部から検出された。東側は撹乱により破壊されていたが、南北辺が約4.8m

の方形の掘り込みの一部が確認された。北面と東面に住居の壁を思わせる立ち上がりが見られ、

ー)，、

" . 

N

争
¥

A'I 

深さは約9cmである。
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ローム粒子多量、ロームブ、ロック少量含む

ローム粒子多量含む

1号不明遺構土層注記

第l層暗褐色士締り有

第2層暗褐色土締り有

2m 。

1号不明遺構遺構図
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2号不明遺構(第28図)

調査区の南東部から検出されたD 北にコーナーを持ち、東西辺が約8.5mの方形の掘り込みの

一部が確認された。北面に住居の壁を思わせる立ち上がりが見られ、深さは約5---9cmである。

遺構の北壁際に長軸90cm、深さ約5cmの楕円形をした掘り込みが確認できた。この掘り込み

の壁際に3個の石が設置されていた。
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2号不明遺構土層注記

第 l層褐色土粘性有 ローム粒子・砂粒子多量含む

第2層暗褐色土締り・粘性Jm砂粒子多量含む

第3層褐色土締り・粘性無 ロームブロック多量含む

第4層階褐色土締り・粘性無 ローム粒子・砂粒子多量含む

第5層褐色土締り・粘性無 ローム粒子多量、砂粒子少量含む

第6層黄褐色土締り有 ロームブロック多量含む

第7層 l暗褐色土締り有砂粒子・カーボン粒子多量含む

第8層暗褐色土締り有焼土・カーボン粒子多量含む

第9層 H奇褐色土締り・粘性有焼土・カーボン粒子少量含む

。

第28図 2号不明遺構遺構図

-34 -

⑧ 

マ
¥ 

ヴ d

¥ 



不明遺構出土遺物(第29・30図)

1・2号不明遺構からは、古墳時代後期以降の土師器や須恵器の破片や板碑などが出土し、実

測可能なものは7点であった。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

須恵、器 底部 ①暗灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

杯 破片 ③細砂粒 痕あり。

2 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良 外面は平行叩き目に黒緑色紬が

聾 破片 ③細砂粒 かかる。

3 板碑
長さ (28.5) 上部

裏面に撃痕あり。
申百悶 (17.5) 破片

4 板碑
長さ (22.6) 胴部 表面に党字(キリーク)、蓮座、

中国 (11.9) 破片 文字「口口」あり。

5 板碑
長さ (16.2) 胴部

表面に文字「八月口口」あり。
中高 (11.0) 破片

6 
土師器 口径~ 11.0 

元形
①赤褐色②良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

杯 器高 2.7 ③細砂粒 痕あり。

7 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。内面は縄状叩き

大聾 破片 ③粗砂粒 目。

10cm 
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(5)遺構外出土遺物

調査区域内からは、遺構に伴わずに出土した遺物も多数あり、実測可能なものは20点であっ

た。その内訳は土師器高杯(1・ 2)、土師器嚢 (3)、土師器甑 (4)、土師質の土錘 (5)、士玉

(6)、須恵器翠等の破片が 14点 (7--20)である。各遺物の詳細は次のとおりである。(第31・

32図)

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

l 
土師器

脚部
①赤褐色②良 脚部底面は横なで。脚部外面は

高杯 ③細砂粒 箆削り。杯部内面は箆磨き。

2 
土師器

脚部
①淡褐色②良 外面は箆削り。杯部内面は箆磨

高杯 ③細砂粒 き。

3 
土師器 口径 16.3 

3/5 
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。胴部箆削り。

聾 器高 18.0 ③粗砂粒 内面は箆なで後、組く箆磨き。

4 
土師器

底部
①茶褐色②良

嗣部箆削り。
甑 ③細砂粒

5 
土師質 軸長 2.6 

完形
①淡褐色②良

穿孔径 0.5cm。
土錘 f歪 2.7 ③極細砂粒

6 
土師質

径 3.1 ほぼ完形
①明褐色②良

穿孔なし、布目痕あり。
土玉 ③細砂粒

7 
須恵器

口径 21.4 口縁部
①暗灰白色②還元焔・良

ロクロ整形。
笠=土宣~ ③細砂粒

8 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良

ロクロ整形。内面は叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

9 
須恵器 胴部 ①淡灰白色②還元焔・良

外面、内面とも平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

10 須恵、器 破片
①暗灰白色②還元焔・良

外面に波状沈線あり。
③細砂粒

11 
須恵器 胴部 ①灰褐色②還元焔・良

外面、内面とも叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

12 
須恵器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良

外面は平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

ゥ，
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番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

13 
須恵器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良

外面は櫛状押形。
聾 破片 ③細砂粒

14 
須恵器 胴部 ①灰白色②還元焔 ・良

外面は暗緑色紬がかかる。
聾 破片 ③細砂粒

15 
須恵器 胴部 ①灰白色②還元焔・良

外面は平行叩き目。
護 破片 ③細砂粒

16 
須恵、器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良

外面、内面とも叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

17 
須恵器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良

外面、内面とも叩き目。
蜜 破片 ③細砂粒

18 
須恵器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良

外面、内面とも叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

19 
須恵器 胴部 ①灰色②還元焔 ・良

外面に波状沈線あり。
聾 破片 ③細砂粒

20 
須恵器 胴部 ①灰白色②還元焔 ・良

外面は平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒
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第31図遺構外出土遺物 (1) 
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第32図遺構外出土遺物 (2)
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(6)石器・その他の遺物

本遺跡からは、実測可能な石器が10点(石鎮、スクレーパ一、打製石斧、敵石)の他、縄文

時代の土器片5点ならびに近世の古銭3点が出土している。

石器の内容は、 1--3は石鎮で、石材は1・2がチャー卜、 3が黒曜石である。 4--6はスクレー

ノ守ーで、石材は4・5がチャート、 6が頁岩である。 7--9は石斧で、石材は8がチャ ート、 9が

砂岩である。 10は敵石で、石材は凝灰岩である。(第33・34図)

縄文時代の土器片は、前期から中期にかけてのものである。 11は表面に条痕文を施し、胎土

に繊維を多量に含む。 12・13は表面に縄文を施し、胎土に繊維を多量に含む。 14は表面に櫛状

工具による沈線を施す。 15は表面に縄文を施す。(第35図)

近世の古銭はいずれも銅銭で、内容は「寛永通賓J(16) I皇宗通賓J(17) I元口口賓J(1 

である。(第36図)

A ~ IA 1 
も&.~4 

6a島3
。 5cm 

第33図石器・その他の遺物(1)
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第34図石器・その他の遺物 (2)
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写真 1 0地点調査区全景

写真2 0地点調査風景(1)

写真3 0地点調査風景 (2)
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写真4 6号住居祉完掘状態 写真5 7号住居祉土層断面

写真6 7号住居祉カマド検出状態

写真8 7号住居I止遺物出土状態 (2)

写真7 7号住居1止遺物出土状態(1)

写真9 7号住居祉遺物出土状態 (3)
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写真10 6・7・8号住居祉完掘状態

写真12 10号住居祉遺物出土状態

写真14 11号住居祉貯蔵穴遺物出土状態

写真11 9号住居祉完掘状態

写真13 10号住居祉完掘状態

写真15 11号住居祉完掘状態
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写真16 12号住居祉遺物出土状態(1) 

写真18 12号住居士止力マド検出状態

写真17 12号住居祉遺物出土状態(2)

写真19 12号住居壮完掘状態

写真20 1号特殊遺構土層断面

写真21 1号特殊遺構完掘状態
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写真27 7住ー 1 写真28 7住-2 写真29 7住ー 3

写真31 7住-5・6

写真30 7住-4 写真32 8住-1・2

写真33 9住ー 1 写真34 9住-2 写真35 9住-3

写真36 9住-4 写真37 9住-5・6

写真38

9住-7

-48 -



写真41 10住ー3

写真39 10住-1

写真40 10住-2

写真42 10住-4

写真43 11住ー 1 写真44 11住-2 写真45 11住ー 3

写真相

写真46 11住-4 11住-6

写真49 12住ー 1 写真50 12住-2

写真47 11住-5 写真51 12住ー 3 写真52 12住-5

-49 -



写真54 12住-6

写真53 12住-4

写真55 12住-7・8

写真57 1号特殊遺構-炭化米

写真56 1号特殊遺構-1-7

~ 

写真58 溝状遺構-1-3

写真59 不明遺構-1-3
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写真60 不明遺構-6

写真61 不明遺構ー 3

写真63 不明遺構ー 5

写真64 遺構外ー 1・2

写真66 遺構外-4・5・6

ーよFD
 

写真62 不明遺構-4

写真65 遺構外-3

写真67 遺構外ー 7



A.~ 

写真59 石器・その他-1~5

写真71 石器・その他-11 ~15 (縄文土器)

写真58

遺構外-8~20 

写真70 石器・その他ー 7~10

写真72 石器・その他-15~18 (古銭)

円
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第班章 F地点の調査

1.調査の概要

F地点は、館林市岡野町字八方23-1にあり、昭和60年、共同住宅建設の事前調査として発

掘調査を実施した。本地点は、八方遺跡の中央部のやや南寄りにあたり、調査区のほぼ真ん中

が標高約23mで一番高く、東西へとゆるやかに傾斜し開析谷へと続く。

確認調査では、開発予定区域の東部分に幅1.2m、長さ約20mのトレンチを1本、西部分に幅

1.2m、長さ約23mのトレンチを1本設定し、遺構確認作業を行った。その結果、東 トレンチか

ら遺構と思われる掘り込みが確認できたが、撹乱が著しく 、遺構の性格が特定できなかったた

め、東部分全体の表土除去を行った。

その結果、 l軒の竪穴住居(13号住居祉)

と井戸祉3基 (4--6号井戸祉)の存在が

確認された。

このうち 13号住居祉は調査区の中央

部より東斜面にかけて確認され、 13号住

居祉の東に6号井戸祉、西に4・5号井戸

祉が確認された。

本調査は、確認調査に引き続き実施し、

13号住居祉は出土遺物から古墳時代後期

のものであることが明らかになった。ま

た、遺構には伴わないものの、出土した

遺物の中には、揺鉢や陶器、硯なと中・

近世にかけてのものが多いのも特色であ

る。

調査区は畑地として使用されていた土

地で、土層は、地表面から約30cmが耕

作土.C...その下からローム層が確認され

た。しかし、耕作時による撹乱がローム

層まで達し、ほとんどの遺構を破壊して

いるため、調査には困難を極めた。 第37図 F地点位置図
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拡張区

F地点調査区全体図

o lOm 

。 、、

4号井戸祉

t 

¥ 。
5号井戸祉、

13号住居祉、、

@ 、
¥ 。〆〆〆/、
¥ 

6号井戸祉

③ ¥、む

F地点拡張区遺構配置図

。

@ 

5m 

第38図 F地点調査区全体図ならびに遺構配置図
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2.検出された遺構と遺物

(1)住居社

13号住居祉(第39図)

調査区の中央部やや東寄りから検出された。撹乱が著しく、平面形や規模を確認することは

できなかったが、柱穴2本と貯蔵穴l基のみ確認できた。貯蔵穴は長軸95cmの楕円形をし、深

さが約20cmであった。 2本の柱穴の聞は約2.8mを測る。
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第39図 13号住居祉遺構図

「

DFO 



13号住居祉出土遺物(第40図)

遺物は、貯蔵穴から古墳時代後期の土師器杯(1)、甑 (2)等が出土し、実測可能なものは2

点であった。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎七 成形・調整の特徴、備考

上師器
口径 12.7 1/4 

①撞褐色②良
口縁部横なで。体部は箆削り。

土不 ③細砂粒

2 
土師器

底径 8.0 底部
①淡褐色②良

外面は箆削り。内面は箆磨き。
甑 ③細砂粒

」 ー

。 10cm 

第40図 13号住居祉出土遺物
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(2)井戸祉

4---6号井戸祉(第41図)

4号井戸祉は、調査区のほぼ中央部、 13号住居祉の北西側から検出された。円形で直径は約

1.3mを測る。

5号井戸祉は、調査区のほぼ中央部、 13号住居祉の西側から検出された。円形で、直径は約85cm

を演IJる。

6号井戸祉は、調査区の東部、 13号住居祉のすく東側から検出された。円形で直径は約95cm

を視IJる。

4号井戸祉
5号井戸壮 6号井戸祉

AO 

A' ~O:二 A心 A

A ~ A' 

A A' 「 「 A A' 

4号井戸祉土層注記

第1層 H音褐色土粘性有 ロームブロック・ 白色粘土ブロック ・

焼土粒子少量含む

第2層暗褐色土粘性有 ロームブロ ック少量含む

第3層黒褐色士締り有 ロームフ許ロック少量含む

第4層階褐色土締り・粘性有 ロームブロ ック多量含む

第5層 員褐色士締り・粘性有 ロームブロック・ローム粒子多量含む

第6崩 H昔褐色士締り有 ローム粒子多量含む

第7}igi S音褐色土締り・粘性有 ローム7"ロック・ローム粒子多量含む

。 2m 

6号井戸I止土層注記
第l層階-褐色上締り ・粘性無 ローム粒子多量、ロームブロ ック ・

白色粘土ブロック少量含む

第2層階褐色士締り ・粘性有 ローム粒子多量、ロームブロック・

焼土粒子少量含む

第3層暗褐色土締り・粘性無 ローム粒子・ロームブロ ック少量含む

第4層明褐色土締り有 ローム粒子多量含む

第5周明褐色土締り・粘性無 ローム粒子多量、ロームブロ ック

少量含む

第6層階褐色士粘性有 ローム粒子少量含む

第7層明褐色土粘性有 ロームフ、、ロック多量含む

第41図 4~6号井戸祉遺構図
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井戸祉出土遺物(第42図)

4号井戸祉からは、石が比較的多く出土し、石以外では古墳時代以降の土師器台付護の破片(1)

など数点の土器片が出土した。

5号井戸祉からは、砥石等の石器類 (2・3)が出土。

6号井戸祉からは、古墳時代中期の土師器壷の破片 (4)なとが出土した。

実測司能なものは4点で、各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

l 
土師器

底部
①明赤褐色②良 外吋

台付蜜 ③細砂粒 で。台部内面は指なで。

2 
土師器

口径 14.2 口縁部
①暗褐色②良 口縁部ならびに内面は箆磨き。

宝=会豆= ③細砂粒 頚部外面は櫛目の後、箆磨き。

3 砥石
長さ (5.5) 

破片
厚み (2.5) 

4 砥石
長さ (3.5) 

破片
厚み (2.1) 

え:帰弐 l ¥主霊雲主需与手7
て芯聾三子ι

3 に ら三
亡コ

05cm  

第42図 4""6号井戸祉出土遺物
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(3)遺構外出土遺物

調査区域内からは、遺構に伴わずに出土した遺物も多数あり、実測可能なものは 10点であっ

た。その内訳は古墳時代後期の土師器杯(1)や須恵器杯 (6)など時代を特定できるものの他、

古墳時代以降の土師器嚢 (3・4)、底部に墨書で「十一」と書かれた土師器杯 (2)、また、中世

以降の遺物として、陶器境 (8)や揺鉢の一部 (9・10)なども出土した。各遺物の詳細は次の

とおりである。(第43図)

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器

口径 13.0 1/3 
①褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削りの

杯 ③細砂粒 後、箆磨き。内面は箆磨き。

2 
土師器 底部 ①淡褐色②良 底部に平行叩き日があり、その|

杯 破片 ③細砂粒 上に墨書 「十一」あり。

3 
土師器 底部 ①赤褐色②良

胴部は箆削り。内面は箆なで。
聾 破片 ③細砂粒

4 
土師器 底部 ①赤褐色②良

胴部は箆削り。内面は箆なで。
聾 破片 ③細砂粒

5 
土師質

破片
①樫褐色②良

指頭痕あり。
土器 ③細砂粒

6 
須恵器

口径 10.8 1/4 
①暗灰色②還元焔・良

ロクロ整形。
杯 ③細砂粒

7 
須恵器 底部 ①暗灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。底部に回転箆削り

杯 破片 ③細砂粒 痕。

8 
陶器
底径 5.4 底部

①淡褐色②良 ロクロ整形。表面に青緑色の紬

境 ③細砂粒 がかかる。

9 揺鉢
底部 ①淡褐色②還元焔 ロクロ整形。表面に暗褐色紬が

破片 ③砂粒 かかる。内面に平行な掻目あり。

10 揺鉢
底部 ①淡褐色②還元焔 ロクロ整形。表面に暗褐色粕が

破片 ③細砂粒 かかる円内而に平行な掻同あり。
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(4)石器・その他の遺物

本遺跡からは、実測可能な石器が7点(スクレーパ一、石皿、磨石、石錘、砥石、硯)の他、

近世の古銭 1点が出土している。

石器の内容は、 1がスクレーパーで、 石材はチャートである。 2は石皿、 3は磨石、 4は石錘、

5は砥石、 6・7は硯である。 2----4の石材は凝灰岩質である。

近世の古銭は銅銭で、内容は「洪武口賢J(8)である。(第44・45図)

。 5cm 

第44図 石器・その他の遺物(1)
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写真75 13号住居祉貯蔵穴付近

写真77 4号井戸祉土層断面

写真76 13号住居祉貯蔵穴遺物出土状態

写真78 4号井戸祉完掘状態

写真79 6号井戸祉土層断面 写真80 6号井戸祉完掘状態

d-円。



写真81 13住-1

写真83 井戸祉-1 (4号井戸I止)

写真84 井戸祉-2 (6号井戸祉)

写真86 遺構外-1

写真82 13住-2

写真85 井戸祉-3・4(5号井戸祉)

写真87 遺構外-2

写真88
遺構外-3・4

に
υ円。

写真89 遺構外-5



写真90 遺構外-6・7・8

写真91 遺構外-9・10

写真92 石器・その他の遺物
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第IV章 J地点の調査

1.調査の概要

J地点は、館林市坂下町字八形27-1にあり、平成8年、住宅団地建設の事前調査として発

掘調査を実施した。本地点は、八万遺跡のほぼ中央部にあたり、標高約23mの高さにある。西

へとゆるやかに傾斜し、遺跡地の西側は開析谷へと続く。

確認調査では、開発予定区域に、幅1m、長さ 70m前後の東西方向のトレンチを16本、幅1m、

長さ約20mと6mの南北方向のトレンチを各l本、 合計18本のトレンチを設定し、遺構確認作

業を行った。その結果、調査区の南部分の1--3トレンチ内から、遺構と思われる掘り込みが確

認できたため、 1--3トレンチ周辺の約700ぱの表土除去を行った。

その結果、拡張区の東部分より、 2

軒の竪穴住居(1・ 2号住居祉)や土

拡(1--10号土拡)、溝状遺構(1号

溝)などの存在が確認された。

本調査は、確認調査に引き続き実施

し、 2軒の竪穴住居(1・ 2号住居祉)

は出土遺物から古墳時代後期のもの

であることカ〈明らかになった。また、

土拡10基のうち、 1号土拡は大型の

円形有段遺構となり、古墳時代後期の

遺物を共伴し、 5--8・10号土拡は井

戸祉であることが確認できた。さら

に1号溝からは中世の板碑や内耳鍋の

一部が出土した。

なお、確認調査の際に、各トレンチ

からは、遺構は確認できなかったもの

の古墳時代後期の遺物も多数出土し、

さらには、調査区の中央から北部分に

かけての9--15トレンチから、 13基

の井戸祉も確認された。この他、縄文

時代の遺物も少量出土している。
第46図 J地点位置図
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調査医は、昭和50年以前より民間会社の駐車施設として使用されていた土地で、地表面は大

規模な士地改変が行われ、現況の地表面はズリによって覆われていた。

上層は、 2トレンチの東部分で地表面から約40cmがズリによる客士であったが、さらにその

下に約30cmの暗褐色土層があり、その下からローム層が確認された。しかし、 2トレンチの西

部分では、ズリによる客土は約15cmで、その下からローム層が確認されたことから、調査Iポ東

部分は比較的地下の保存状態が良好なものの、西部分はローム層まで七地改変が達していたこ

とがわかる。

こうしたことから、調査区域内の遺構似壊はすでに進んでいたとも予想され、検出された遺

構以外に、 jよい範囲で多数の遺構が存在していたことが考えられる。

13号井戸

16トレンチ

15トレンチ~ 
14トレンチ

11号井戸 12号井戸

10号井戸
13トレンチ

7号井戸
二三~二二

8号井戸

9号井戸
12トレンチ

11トレンチ

10卜レンチ

9トレンチ

8トレンチ
4号井戸 5号井戸 6号井戸

3号井戸
17 

ト
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ン
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第47図 J地点、調査区全体図
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2.検出された遺構と遺物

(1)住居祉

1号住居祉(第49図)

調査区の南東部から検出された。約7.9x 7.7mのほぼ正方形をした大型の住居で、方位は北

東40。である。壁高は約11-20cmを残す。住居内は撹乱が著しく、井戸祉3基 (6・7・8号

土拡)と 1号溝により住居内の一部が破壊されているが、床面はほぼ全面に比較的良く残されて

いる。北東壁の中央部からカマドが検出され、壁より約40cm内側に、全長67cm、袖幅1.05m

が残されていた。また、焚き口には焼土や焼成灰、炭化物等が認められた。柱穴は5本で、 4本

は住居の平面形に相似する形で、 1本はカマドと反対側の南西壁内側のほぼ中央部から検出され

た。貯蔵穴は、住居の東隅に1蓋確認でき、約1mx 80cmの長方形をし、深さが約72cmであ

った。壁溝は検出されていない。

1号住居祉出土遺物(第50・51図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯・墾・甑、須恵器翠等が出土し、実測可能なものは 18点で

あった。このうち、カマドの焚き口付近から土師器杯 (2)、土師器翠(12・13)、土師器甑(16)

が出土し、貯蔵穴からは土師器護 (9・10)が出土し、東隅の柱穴から土師器聾 (7)、西隅の柱

穴から土師器翠(11)が出土した。また、住居の南壁付近の床面上から土師器杯(1・ 3-6)、

土師器翠 (8)が出土。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

1 
土師器 口径 13.6 

'Y三Eプl宜tノ， ①赤褐色②良 口縁部横なで後、箆磨き。体部

杯 器高 5.0 ③砂粒 は箆首IJり。内面は箆磨き。

2 
土師器 口径 12.5 

元形
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 5.2 ③砂粒 内面は箆磨き。

3 
土師器 口径 13.0 

3/5 
①明赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.5 ③細砂粒 内面は箆磨き。

4 
土師器 口径: 12.0 

3/5 
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 5.1 ③細砂粒 内面は箆磨き。

ー・. ーー-

5 
土師器 口径~ 12.0 

1/2 
①明灰褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.6 ③細砂粒 内面は箆磨き。

唱
'
ム
ウ
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番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径 12.5 
3/5 

①明赤褐色②良
口縁部横なで。体部は箆削り。6 

杯 器高 5.6 ③細砂粒

土師器 口径 14.4 
口縁部

①淡赤褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。
7 
護 器高 (8.3) ③砂粒 内面は箆なで。

土師器 口径 14.8 
口縁部

①明灰褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。
8 
蜜 器高 (8.3) ③砂粒 内面は箆なで。

土問i器 口径~ 16.0 
口縁部

①淡赤褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。
9 
護 器高 (7.5) ③組砂粒 内面は箆なで。

10 
土師器 口径 18.0 

2/5 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削りの

聾 器高 (18.5) ③粗砂粒 後、 一部指なで。内面は箆なで。

11 
土師器 口径 11.8 

1/3 
①黒褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削りの

聾 器高 (15.0) ③粗砂粒 後、指なで。内面は箆なで。

12 
土師器 口径: 15.5 

1/4 
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 (14.8) ③砂粒 内面は箆磨き。

13 
土師器 口iI 18.2 

1/2 
①黄褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 (23.0) ③粗砂粒 内面は箆なで。

14 
土師器 口径 23.6 

口縁部
①淡褐色②良 口縁部横なで。腕部は箆削り。

甑 器高 (10.3) ③組砂粒 内面は箆磨き後、指なで。

15 
土師器 底径 8.6 

底部
①淡褐色②良 胴部は箆削り。内面は箆なでの

甑 器高 (11.3) ③粗砂粒 後、箆磨き。

16 
土師器 底径 7.5 

底部
①灰褐色②良 胴部は箆削り。内面は箆なでの

甑 器高 (11.2) ③粗砂粒 後、底部周辺は箆磨き。

17 
土師器 底部 ①赤褐色②良

底部に木葉痕あり。
聾 破片 ③粗砂粒

18 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良

外面、内面とも平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒

円乙門
/



1号住居祉土層注記

第 1層明褐色土締り有

〈
ローム粒子 ・焼土粒子多量合む

口
第2層 lり1褐色土締り有

ローム粒子多毘合む

第 3J習黄褐色土締り ・粘性自

ム ロームフロック ・ローム粒子多量合む

にJ
...L 第 4J雷明褐色土

ローム粒子多量含む

第5層階褐色土締り有

ロームブロック・ローム粒子 ・焼土粒子少量含む

第6層黄褐色土締り .~~i性有

丘ばコ4 
ロームブロック多量含む

第7J国 1I古褐色土締り ・粘セI:{.:T

仁J ローム粒子多量、白色粘土フ"ロック少量含む

第8層黒褐色土締り有

ロームブロック ・ローム粒子少量含む

第9周 lリ]褐色土

ロームブロック ・ローム粒子多量含む

第10J冒褐色土締り有

ロームブロック多量含む

第11層 H音褐色土締り有

ローム粒子 ・白色粘土粒子多量含む

ノ空整
第12層階褐色土締り有

ロームブロック ・ローム粒子少量含む

B' ~I 第13層黒褐色土締り有

ローム粒子少量含む

第14庖褐色土締り ・粘性有

ロームブロック・ローム粒子多量含む

第15層黒色土締り ・粘性有

ローム粒子微量含む

立第16層黒褐色土締り有

ローム粒子 ・焼土粒子少量含む

第17層階褐色土

ローム粒子多量含む

第18層黒褐色土

ローム粒子少量含む

，U U~}J 
第19層灰白色土締り ・粘性有

E E' 白色粘土層

第20層赤褐色土締り有

v 
焼土フ'ロックと白色粘土の混合

第21層灰褐色土締り有

白色粘土層 焼土粒子多量含む

第22層赤色土

貯蔵穴 焼土純層

B' 
第23層灰黄褐色土締り ・粘性有

白色粘土 ・ロームブロック ・焼土粒子多量含む

A 
仁コ白色粘土範囲

匿習 焼土範囲

⑧ 
D
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第49図 1号住居t止遺構図
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第51図 1号住居祉出土遺物 (2)

2号住居祉(第52図)

調査区の南東部から検出された。南隅を1号土拡(円形有段遺構)によって切られている。約

5.7 x 5.8mのほぼ正方形をし、方位は北東570 である。壁高は約14---18cmを残す。住居内

は撹乱が著しいが、床面はほぼ全面に比較的良く残されている。北東壁のほぼ中央部からカマ

ドが検出され、 全長1.5m、袖幅1.2mが残されていた。また、焚き口には焼土や焼成灰、炭化

物等が認められた。柱穴は4本検出された。貯蔵穴は、住居の東隅に1基確認でき、長軸約80cm

の楕円形をし、深さが約20cmであった。壁溝は検出されていない。
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第 52図 2号住居祉遺構図
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2号住居祉土層注記

W 1}国 11音褐色上締り有
ローム粒子多量、焼l二粒子少量合む

抗 2 t，;~ I!!H局色卜 締り ・粘性有

ロームポi.f-多量fTむ
出3}凶 11計制色| 締り ・粘性向

ロームドi.(-多U、'tJ1f1 ~ ・ カーボンネ1. (-少量fTむ
第 4)首 11在位j色イ 締り向

ロームブロック少量、焼 l..・カーボン粒子少量含む
加5}'，v/ 附褐色ご1.. 締り有

ローム粒子少量含む

第6層黒褐色土締り有

ローム粒子 ・焼土 ・カーボン粒子少量含む

第7層黒褐色十締り有

ロームブロック ・焼士 ・カーボン粒子少量含む

第8}凶!対局色上締り有

ロームブロック少量含む

第 9 層 明褐~j-. 締り ・ 粘性白

ロームブロック多量含む

第10層明褐色土締り有
力iL粒子多量含む

第11層明褐色上締り ・粘性有

ロームフ"ロック・焼土粒千多量含む

第12層階褐色土締り有

ローム粒子多量含む

第13凶灰褐色土締り有

砂粒子多量、焼土粒子少量含む

第14国暗褐色土締り有

ロームブロ ック多量、カーボン粒子少量含む

第lS}説 明褐色 t締り ・粘性有
ロームブロ ック少量、焼l粒子多量含む

第16岡崎褐色十.締り有

砂*"Li多量、焼ト・カーボン粒子少量含む
第 1 7層階褐色 l~ 締り有

砂粒子・焼土・カーボン粒千少量含む

第18層 明褐色士締り有

ローム粒子 ・焼土・カーボン粒子少量合む

第19層明褐色上締り ・粘性有
ローム粒子・ローム7"ロック少量含む

第20同灰褐色土締り ・粘性有

焼土ブロック ・粘土ブロ ック ・カーボン粒子

多量合む

第21国亦褐色土締り宵

焼-J-.純!国

第22)国亦褐色士締り ・粘性有

焼上ブロック ・焼土粒子多量含む

第23層員褐色上締り・粘性有

焼上粒子・粘七粒子多量含む



2号住居i止出土遺物(第63図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯・境・高杯・護、須恵器疎等が出土し、実測可能なものは

12点であった。このうち、カマドの焚き口付近から土師器護(10)が、貯蔵穴からは土師器杯

(3)、上師器境 (6)、士師器高杯 (6)が出土した。また、住居のほぼ中央部の床面上から土師

器杯(1)、士師器墾 (8・9)、須恵器疎(11)が、住居の南東壁付近の床面上から土師器杯 (2)、

上師器域 (4)が出土。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器糧 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径 6.7 
1/2 

①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 5.3 ③組砂粒 内面は箆磨き。

2 
土師器 口径 14.8 

1/5 
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

t不 器高 (4.7) ③細砂粒 内面は箆磨き。

3 
土師器 口径 9.0 

1/2 
①淡檀色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.4 ③組砂粒 内面は箆なで。

4 
土師器 口径 12.4 

1/4 
①暗赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

境 器高 9.0 ③砂粒 内面は箆磨き。

土師器 口{歪 12.7
1/2 

①淡赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。
5 
境 器高 (5.9) ③細砂粒 内面は箆磨き。

6 
土師器 底径 11.2 

2/3 
①淡樫色②良 杯部、脚部とも外面は箆削り。

高杯 器高 (6.3) ③粗砂粒 内面は箆なで。裾部指なで。

7 
土師器

口径 11.6 口縁部
①茶褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

翠 ③細砂粒、金雲母粒 内面は箆なで、。

8 
土師器 口径 16.0 

1/5 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 (13.5) ③粗砂粒 内面は箆なで。

9 
土師器 口径 15.6 

1/5 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

護 器高 (12.5) ③細砂粒 内面は箆なで、。

10 
土師器

器高 (14.5) 1/5 
①黒褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

琵 ③組砂粒 内面は箆なで。

須恵器 胴部 ①暗灰色②還元焔・良 ロクロ整形。胴部下半は沈線区
11 画内に箆描。外面に暗緑色粕が
践 破片 ③細砂粒

かかる。

12 
須恵器 胴部 ①淡灰白色②還元焔・良

外面、内面とも平行叩き目。
聾 破片 ③細砂粒
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(2)円形有段遺構

円形有段遺構 (1号土拡) (第54・55図)

調査区の南東部、 2号住居祉の南隅と重複して検出された。長径4.5m、短径4.1m、深さ1.6m

のほぼ円形をした掘り込みで、播鉢状に壁は内側に湾曲する。さらに、底面に直径60cm、 深

さ40cmの円形の凹みがあり、段を構成する。断面形はお椀形である。

遺物は、深さ 50cm，...._，lmの覆土中から集中して出土し、北東壁際に直径40cmの範囲で焼土

と炭化物も検出された。また、底面の凹みより拳大の自然、石が6点出土している。

遺構の性格については、第V章で後述する。

@ / ず f 、ミ¥¥
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第54図 円形有段遺構遺構図
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円形有段i室檎土層注記

mlT討 県出色土 中市り何 ローム粒子 ・焼土粒子微量、白色石氏粒子多量含む
出2用 黒褐色土締り有 ローム粒子多量、焼土 ・カーボン粒子少量含む

第31回吾 H 
5第石4ωj回剖 忠出色-十f. ~:柿帝り有 ロ一ム粒了 . u焼，'t ~土上 . カ一オボ.ン粒子多E呈I含む
日51苗 1I ~5'間色土 締り有 ローム粒子 ・ロームフロック ・焼土 ・カーボン粒子多量合む
抗6J司 .'.1.( I主j色土 締り ・粘tl，有 ロームブロック ・カーボン粒子多量含む
"?f;7府 県褐色:1-.締り ・粘性有焼土粒子多量含む
z_f;8J語 黒褐色土締り ・粘性有 ローム粒子 ・焼土粒子少量含む
~~~ 9回 目白褐色上 柿り釘 ローム粒ー子・ロームフロック多量、焼土 ・カーボン粒イ少JZ;合む
出lO}o，"j 褐色十一 締り .tr片ドumロームブロック多量含む

お11J萄 褐色土締り ・illj性有 ロームブロ yク・焼土 ・カーボン粒子多量含む

日12悶 I~j褐色土締り ・ 粘性無 ローム粒子 ・ロームブロック多量含む
第 13尼i11日出色土締り有 ロームフロック ・焼土 ・カーボン粒子多量含む
日14間 前褐色士締り ・粘性J!H ロームブロック多量含む

第 15層明褐色土締り有 ロームブロック多量含む

第16閉 H自 î~色土締り ・ 粘性有 ロームブロック少量含む

第 171宮inti褐色土締り釘 ロームブロ yク少量含む
?"D 18回黒褐色土締り ・粘性有 ローム粒子多量含む

節目附 黒褐色仁粘性行 ローム粒子・カーボン粒子少量含む

第20尼i黒褐色士 締り ・粘性.t!!¥ ローム粒子 ・ロームブロック多量:合む

第21間前回色上粘性有粘土ブロック多量含む

C 、

カーボン ・焼土集中

え手按 @ 
A d σ A' 

~骨
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第55図 円形有段遺構遺物出土状態図

円形有段遺構出土遺物(第56--58図)

遺物は、古墳時代後期の土師器杯・境・ 高杯 ・嚢・甑、須恵器翠等が多数出土し、 実 測可能

なものは26点であった。いずれも遺物は遺構の上層から中層にかけて集中していた。各遺物の

詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径 12.6 
完形
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は摩耗が著

杯 器高 6.3 ③砂粒 しく不明。内面は指なで。

2 
土師器 口径 11.6 

1/3 
①明赤褐色②良

口縁部横なで。体部は箆削り。
杯 器高 (4.7) ③砂粒

3 
土師器 口径 11.6 

1/2 
①明赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (5.9) ③粗砂粒 内面は箆なで。

っ'UQυ 



番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

4 
土師器 口径 12.4 

1/2 
①赤褐色②良

口縁部横なで。体部は箆削り。
杯 器高 (4.8) ③細砂粒

5 
土師器 口径 12.5 

1/3 
①黒褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (4.4) ③砂粒 内面は箆なで後、箆磨き。

6 
土師器 口径 10.0 

2/5 
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 4.4 ③粗砂粒、金雲母粒 内面は箆磨き。

7 
土師器 口径 14.5 

3/4 
①黒褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

境 器高 7.3 ③組砂粒 内面は箆なで後、箆磨き。

8 
土師器 口径 13.0 

'フ三じフ凡}f;モ
①暗褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り

境 器高 7.0 ③粗砂粒 後、指なで。内面は箆磨き。

9 
土師器 口径 12.9 

元形
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

境 器高 6.1 ③粗砂粒 内面は箆なで。

10 
土師器 口径~ 6.4 

1/3 
①明褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

境 器高 (5.9) ③砂粒 内面は箆なで。

11 
土師器 口径 6.0 

1/3 
①淡褐色②良 口縁部横なで。体部はす且く指な

境(手担) 器高 7.3 ③粗砂粒 で。内面は指なで。

12 
土師器 底径 9.4 

脚部
①赤褐色②良 脚部外面は箆削り後、櫛目と指

高杯 器高 (4.6) ③細砂粒・金雲母粒 なで。内面は箆なで。

13 
土師器 口径~ 20.0 

1/2 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は櫛日後、

聾 器高 27.1 ③粗砂粒 箆削り。内面は櫛目後、箆磨き。

14 
土師器 口径 11.2 

1/3 
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 (8.7) ③組砂粒 内面は箆なで。

15 
土師器 口径 14.8 

1/4 
①淡灰褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

蜜 器高 (11.4) ③粗砂粒 内面は箆なで。

16 
土師器

口径 8.8 口縁部
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 ③粗砂粒、炭化物 内面は箆なで。

17 
土師器 口径 15.5 

2/3 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り

蜜 器高 (18.3) ③粗砂粒 後、指なで。内面は箆なで。

18 
土師器 口径~ 15.2 

2/3 
①暗褐色②良 輪積整形。口縁部横なで。胴部

聾 器高 (17.0) ③細砂粒、金雲母粒 は箆削り。内面は指なで。
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番号 器極 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形 ・調整の特徴、備考

19 
土師器 底径 7.6 胴音I~ ①黒褐色②良 輪積整形。胴部は箆削り。内面

聾 器高 (12.3) ~底部 ③粗砂粒 は箆なで。

20 
土師器 底径 6.8 日岡部 ①黒褐色②良

胴部は箆削り。内面は箆なで。
塾 器高 (14.7) ~底部 ③粗砂粒

21 
土師器 底径 8.8 日同音r~ ①黒褐色②良

胴部は箆削り。内面は箆なで。
護 器高 (15.5) ~底部 ③粗砂粒

22 
土師器 底径 5.4 日間部 ①暗赤褐色②良

胴部は箆1~ IJ り。内面は箆なで。
聾 器高 (15.6) ~底部 ③細砂粒

23 
土師器 口径 24.8 

2/3 
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

甑 器高 19.5 ③粗砂粒 内面は箆なで。

24 
土師器 口径~ 24.4 

口縁部
①黒褐色②良 輪積整形。胴部は箆削り。内面

甑 器高 (8.5) ③砂粒、金雲母粒 は箆なで。

25 
須恵、器 胴部 ①暗灰白色②還元焔 ・良

外面、内面とも叩き目。
翠 破片 ③砂粒

26 
須恵器 胴部 ①黒灰褐色②還元焔 ・良

外面は平行叩き目。
聾 破片 ③砂粒
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第56図 円形有段遺構出土遺物 (1) 
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第57図 円形有段遺構出土遺物 (2)
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第58図 円形有段遺構出土遺物 (3)
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(3)土拡

2号土拡(第59図)

調査区の南西部から検出された。直径約80cm、深さ約27cmの円形をした掘り込みで、内部

に直径40cm、深さ 15cmの円形の凹みがある。古墳時代後期の遺物が出土し、貯蔵穴のーっと

考えられる。

3号土拡(第59図)

調査区の南東部、 2号住居祉の東側から検出された。大きさは 1.4mx 95cm、深さ約1.1mの

長方形をした掘り込みで、底部南半分に直径20cm前後の自然石15個が敷き詰められていた。

出土遺物は少なく、時期を確定することはできなかった。貯蔵穴のーっと考えられる。

4号土拡(第59図)

調査区の南東部、 2号住居祉の東に隣接して検出された。直径約2.3cm、深さ約35cmの円形

をした掘り込みで、北東部分から炭化材や焼士、炭化物が検出された。古墳時代後期の遺物が

出土し、炉跡のーっと考えられる。

5号土拡(第59図)

井戸祉で、調査区の南東部、 1号住居祉の西側から検出された。円形で直径は約1.3mを測る。

上部20cm程度は緩やかに広がり、それ以下は垂直的に落ち込んでいる。深さ10cm程度のほぼ

中央部から 15cm前後の割石7個が集中して出土した。深さは不明。出土遺物は少なく、時期を

確定することはできなかった。

6，....，8号土拡

いずれも井戸祉で、 1号住居祉のほぼ中央部から検出された。

6号土拡は、円形で直径は約1.5mを測る。深さは不明。

7号土拡は、円形で直径は約1.3mを浪IJる。深さは不明。

8号土拡は、円形で直径は約1.3mを測る。深さは不明。

いずれも、出土遺物は少なく、時期を確定することはできなかった。

9号土拡

調査区の南東部、 2号住居祉の北東側から検出された。大きさは2.4mx 2.3m、深さ約1.1m

の不整形の方形をした掘り込みである。古墳時代後期の遺物が1点出土したが、他に共伴する遺

物が無く、時期を確定することはできなかった。遺構の性格は不明。

10号土拡

井戸祉で、調査区の南東部、 2号住居祉の北東に隣接して検出された。円形で直径は約2.4m

を測る。深さは不明。中世の遺物が出土した。

月

i
Q
U
 



2号士.t広 3号土拡

三頃主
A A' 

~ A 

4号土I広

A 

3号土t広土層;主記

@ 第 l層黒色こ1:. 締り有
砂粒子多量含む

第21国黒渇色土締り有
ローム粒子 ・青粘土粒子多量含む

第3崩黒褐色土締り有

ローム粒子少量含む

第41萄褐色土ローム粒子・
Aノ ロームブロ ック多量含む

一 節51国 H音褐色土 ローム粒子多昆、
ロームブロ ック少量含む

A'第6層黒褐色士 ローム粒子・

ロームブ ロック少量含む

第7層褐色土 粘性有ローム粒子・

ロームブロック多量含む

第8層黒褐色土締り ・粘性有

青粘土フロック多量含む

第9層褐色土

5号土拡

ローム粒子多量含む

第10層黒褐色土

ローム粒子多量含む

久' ¥ ぺ

仁コ カーボン範囲

A 

Lと三三重量ダ

4号土t広土層;主記 O 
第l層 黒褐色土締り有 ローム粒子・焼土・カーボン粒子少量含む

第2層 階褐色土締り有 ローム粒子・ロームブロック ・焼土粒子多量含む

第31晋 暗褐色土締り有炭化材混在焼土ブロック ・カーボン粒子多量含む

第4届 112褐色土締り ・粘性有 ロームブロ ック多量含む

第59図 2~5 号土拡遺構図

土法出土遺物 (第60図)

2m 

2号土拡からは、 古墳時代後期の土師器杯(1・ 2)、土師器蜜 (3)、土師器甑 (4)、須恵器墾

(5)が出土。

4号土t広からは、 古墳時代後期の土師器杯 (6)が出土。

9号土拡からは、古墳時代後期の土師器杯 (7)が出土。

10号土t広からは、中世のカワラケ (8・9)、揺鉢(10)の他、須恵器墾(11)が出土。
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この他、調査区のほぼ中央部の9トレンチから検出された5号井戸祉からは、古墳時代後期の

土師器翠(12)、須恵器翠(13)が出土した。

実測可能なものは 13点で、各遺物の詳細は次のとおりである。

なお、 3、5-8号土拡からは実測可能な遺物は出土しなかった。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径 11.6 
2/3 

①暗赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (3.3) ③細砂粒 内面は箆磨き。 2号土拡出土。

2 
土師器 口径 14.6 

2/3 
①明赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (4.5) ③細砂粒 2号土拡出土。

土師器 口径 20.5 ①明褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。
3 
聾 器高 (15.8) 

口縁部
③粗砂粒 内面は箆なで。 2号土拡出土。

土師器 底径 9.2 
底部

①赤褐色②良 胴部は箆削り。内面は箆なで。
4 
甑 器高 (11.8) ③細砂粒、金雲母粒 2号土拡出土。

5 
須恵器 胴部 ①黒灰褐色②還元焔・良 外面は平行叩き目。内面は円形

聾 破片 ③細砂粒 叩き目。 2号土拡出土。

6 
土師器 口径 10.8 

1/4 
①赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 (5.4) ③細砂粒 4号土拡出土。

7 
土師器 口径 13.3 

"7士Eフ凡百1/'t 
①淡赤褐色②良 口縁部横なで。体部は箆削り。

杯 器高 3.7 ③粗砂粒 内面は箆磨き。 9号土拡出土。

カワラケ 口径 7.6 ①淡褐色②良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

8 1/2 痕あり。内外に煤付着。 10号土
灯明皿 器高 2.5 ③細砂粒 拡出土。

9 
土師器 底部 ①淡褐色②良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

杯 破片 ③組砂粒 痕あり。 10号土拡出土。

10 
土師質 口径 28.0 口縁部 ①明褐色②良 内面に5本単位の平行な掻目あ

播鉢 器高 (6.5) 破片 ③組砂粒 り。 10号土拡出土。

須恵器 底部 ①暗灰白色②還元焔・良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

11 痕の上に平行押形文あり。 10号
杯 破片 ③細砂粒 土拡出土。

12 
土師器 口径 8.4 

口縁部
①淡褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

聾 器高 (5.3) ③細砂粒 内面は箆なで。 5号井戸祉出土。

13 
須恵器 胴部 ①暗灰白色②還元焔・良 外面は平行叩き目。

聾 破片 ③砂粒 5号井戸祉出土。

G
d
 

Q
U
 



巳;:r~ ~~ 

l戸プ
rl___ 

L」ム二f
¥ 

7 

3 

ゴ為~ n _ c ~ 

透諺 リ;私紘一、
乏議さ葬祭 U t~:ぜÇl~:;ぞ三fJb

R
U
 

E二二二声 ζ 二フ

-~静 L守

。 lOcm 

第60図 土拡出土遺物
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(4)溝状遺構

1号溝(第61図)

調査区の南東部、 1号住居祉の南部分と重複して検出された。走行は東西に直線的に延び、約

11mの区聞を調査した。幅約1.5m、深さ約70cmを測り、断面形は緩やかなV字形である。東

西端とも調査区間外に続くが、全体の規模は不明である。堆積土はロームを混在する土が主体

で、拳大の礁が覆土中に点在した。中世の内耳鍋やカワラケ、板碑などが出土した。

1号溝出土遺物(第62--64図)

実測uJ能なものは9点で、中世の内耳鍋 (2--6)、カワラケ(1)、砥石 (7)、板碑 (8・9)な

とが出土した。各遺物の詳細は次のとおりである。

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

カワラケ 口径 6.0 
1/2 
①明褐色②良 ロクロ整形。底部に回転糸切り

l 
灯明皿 器高 (1.4) ③細砂粒 痕あり。内外に煤付着。

口径 30.3 ①黒褐色②還元焔 口縁から頚部に横なで。胴部は

2 内耳鍋 1/3 横なで後、一部箆なで。外面に
器高 (15.6) ③砂粒 煤付着。

3 内耳鍋
口径 31.8 

1/4 
①黒色②還元焔 口縁から胴部に横なで。外面に

器高 (17.0) ③粗砂粒 煤付着。

4 内耳鍋
口径 34.4 

1/4 
①黒色②還元焔 口縁から胴部に横なで。胴下半

器高 (15.7) ③細砂粒 に箆なで。外面に煤付着。

5 内耳鍋
口径 27.0 

口縁部
①黒色②還元焔

口縁部横なで。
器高 (6.0) ③細砂粒

6 内耳鍋
口径 32.5 

口縁部
①黒色②還元焔

口縁部横なで。
器高 (6.9) ③細砂粒

7 砥石
長さ (12.6) 

一部欠損
厚み (4.8) 

8 板碑
長さ (33.9) 上部

蓮座、文字「長口口月日」あり。
申面 (15.0) 破片

9 板碑
長さ (35.2) 下部

花瓶あり。
申面 (15.0) 破片
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1号溝土層j主記

第l屑黒褐色土締り有

ローム粒子微量、焼土 ・カ-;fン粒子多量含む
第2層黒褐色土締り有

ローム粒子・カーボン粒子少量含む

第3層暗褐色土締り有

ローム粒子多量含む

第4層黒褐色土締り有

ローム粒子多量、ロームブロック少量含む

第5層明褐色土締り有

ローム粒子多量、カーボ ンブロック少量含む

第6層明褐色土締り ・粘性有

ロームブロック多量含む

第7層黄褐色土締り ・粘性有

ロームブロック多量含む

~~ 

A 

下てミ三F
A' 

1号住居壮

。 2m 

第61図 1号溝遺構図
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第62図 1号溝出土遺物 (1)
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第63図 1号溝出土遺物 (2)
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第64図 1号溝出土遺物 (3)
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(5)遺構外出土遺物

トレンチ調査の際、遺構に伴わずに出土した遺物も多数あり、実測可能なものは4点であった。

その内訳は、調査区のほぼ中央部の8トレンチから、古墳時代後期の土師器護(1)と土師器甑

(2)が、調査区の北部の 13トレンチから古墳時代後期の土師器翠 (3)が、また、調査区の北

端の 15トレンチから平安時代の土師器高台付境 (4)が出土した。各遺物の詳細は次のとおり

である。(第65図)

番号 器種 法量 (cm) 残存率 ①色調②焼成③胎土 成形・調整の特徴、備考

土師器 口径~ 18.2 ①黒褐色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り
l 1/6 後、指なで。内面は箆なで、。 8
聾 器高 (15.3) ③砂粒、金雲母粒 卜レンチ出土。

2 
土師器 口径 13.6 

1/4 
①黄灰色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。

甑 器高 (7.0) ③粗砂粒 内面は箆なで。 8卜レンチ出土。

土師器 口径 20.2 ①黄灰色②良 口縁部横なで。胴部は箆削り。
3 
聾 器高 (5.2) 

口縁部 内面は箆なで。 13トレンチ出
③粗砂粒 土。

土師器 口語~ 12.8 ①淡褐色②良 ロクロ整形。底部に回転糸切り
4 3/4 痕。内面は箆磨き、黒色処理。
高台付境 器高 (5.9) ③砂粒、金雲母粒 15卜レンチ出土。

1
1一一 2 

ヤ~ff
3 

o 
1=.. 

10cm 

第65図 遺構外出土遺物
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(6)石器・その他の遺物

本遺跡からは、実測可能な石器が6点(フレー夕、石斧、磨石)の他、鉄製品や縄文時代の土

器片4点が出土している。

石器の内容は、 1--3はフレークで、石材はチャ ートである。4は石斧で1号住居祉内から出

土し、 5・6は磨石で5号井戸から出土している。 4--6の石材は凝灰岩質のものである。(第66・

67図)

鉄製品(11)は万子の一部で、 4号土拡より出土した。

縄文時代の土器片のうち、 7・8は表面に縄文を施し、胎土に繊維を多量に含む。 9は表面に

沈線を施す。 10は隆帯による把手の一部で、表面に沈線を施す。(第68図)

思-00 のパパハハ
U
V

争-~
3 

5 

: 
05cm  

第66図 石器・その他の遺物(1)
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第67図 石器・その他の遺物 (2)
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写真93 j地点、調査区全景 (東より)

写真94 j地点、調査区全景 (南より)

写真95 j地点調査風景
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写真97 1号住居士止力マド土層断面

写真96 1号住居士止力マド付近

遺物出土状態

写真99 1号住居祉貯蔵穴遺物出土状態

写真981号住居t止遺物出土状態

写真 101 1号溝土層断面

写真 100 1号住居祉・ 1号溝完掘状態

- 101 -



写真102 2号住居祉遺物出土状態
写真103 2号住居祉土層断面

写真104 2号住居祉力マド土層断面

写真105 2号住居祉力マド完掘状態

写真106
2号住居祉完掘状態
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写真107 円形有段遺構 (1号土拡)
遺物出土状態 (1) 

写真108 円形有段遺構 (1号土拡)
遺物出土状態 (2)

、甲-'九一 ー E 宙 E 鴫様、
円「、

写真109 円形有段遺構 (1号土拡)
土層断面

'-惜. 

- 103 -

写真110 円形有段遺構 (1号土拡)
遺物出土状態 (3)

写真111
円形有段遺構 (1号土拡)

完掘状態



写真 112 2号土拡遺物出土状態 写真 113 5号土拡遺物出土状態

Jか

写真 114 3号土拡遺物出土状態

写真115 3号土拡完掘状態

写真 116

4号土拡炭化材等出土状態
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写真 117 1住-1 写真 118 1住-2 写真 119 1住-3

写真 120 1住-4 写真 121 1住-5 写真 122 1住-6

写真 123 1住-8

写真1251住ー 10

写真 126 1住ー 11

写真 124 1住-9

写真 127 1住-7・12

写真 128 1住ー 13
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写真 129

1 f.主-14・15・16

写真 130

1 イ主-17・18 

写真 131 2住ー 1 写真 132 2住-3 写真 133 2住-4

写真 135 2住-6

写真 134 2住-2・5

写真 136

2住-7・8・9

- 106 -



写真 138 2住-11・12

写真 137 2住-10

写真 139 円形有段-1 写真 140 円形有段-2 写真 141 円形有段ー 3

写真 142 円形有段-4 写真 143 円形有段-5 写真 144 円形有段-6

写真 145 円形有段ー 7 写真 146 円形有段-8 写真 147 円形有段-9

写真 148 円形有段-10 写真 149 円形有段-1 1 写真 150 円形有段-12
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写真 152 円形有段-14

写真 153円形有段-15

写真 151 円形有段-13

写真 155 円形有段-18

写真 154円形有段-17

写真 157 円形有段-20 

写真 156 円形有段-19・21
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写真 158 円形有段-16・22

写真 159 円形有段-23 

写真 160 円形有段-24・25・26

写真 161 土紘一 1・2(2号土拡) 写真 162 土紘一 5(2号土拡)

写真 164 土拡-4 (2号土拡)

写真 163 土紘一 3(2号土拡)
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写真 165 土拡-6 (4号土法) 写真 166 土紘一 7(9号土拡)

写真 167 土拡ー 8・9・10・11(10号土拡) 写真 168 土紘一 12・13(5号井戸)

写真 169 1号溝-1

写真 170 1号溝-2・5

写真172 1号溝-7

写真 171 1号溝ー 3・4・6
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写真 173 1号溝-8 写真 174 1号溝-9

写真 176 遺構外-4

写真 175 遺構外-1・2・3

写真 177

石器・その他 -1~6

(石器)
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写真 178 石器・その他-7~1 0 (縄文土器他)
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第V章まとめ

1.円形有段遺構の性格について

本遺跡のJ地点より検出された円形有段遺構(1号土拡)は、本市における発掘調査のなかで

初めての検出例である。その規模が、直径4.5m、深さ1.6mのかなりの大型遺構であり、掘り

込む作業労力は相苛量と判断されることから、集港内の共同で使用された施設であると考えら

れる。しかし、その使用目的を確定する要素が之しく、遺構の性格を明らかにすることができ

ない。こうしたことから、周辺の他地域での調査例を参考に、本遺構の問題点を抽出し、遺構

の性格をィ考察していきたい。

このような大型の円形遺構は、その規模や構造にいくつかの種類が見られるが、県内や栃木

県内をはじめとして、近県における類似遺構の調査例は少なくない。県内では、赤城山麓の前

橋市柳久保遺跡 cr柳久保遺跡群四』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1988)や粕川村白藤古墳群

cr臼藤古墳群』粕川村教育委員会 1989)などの報告例があり、さらに栃木県内では宇都宮市と

その周辺の遺跡17件から報告例がある(中山晋『古代日本の「氷室」の実体ー栃木県下の例を

中心として-j I立正史学」第79号 1996)。これらの調査例を見ると類似遺構の性格付けは、

井戸祉・貯蔵穴 ・祭杷遺構・墓填 ・塵芥処理穴など様々である。中でも井戸祉とする報告例が

一般的である。

しかし、本遺構の深さ(確認面から 1.6m)では地下水が出る深さではないことや、同じ調査

地点、において、時期は確定できないものの13基の井戸祉(直径1.5m前後の土拡)が検出され

ていることから、規模や構造が全く 異なる本遺構を井戸祉と確定することは難しい。

本遺構の特色を挙げると、底面に凹みが設けられ、少量の自然石が出土していること。遺物

の量は覆土中の中層部分に集中し、占墳時代後期の土師器杯・裂が中心で、同時期の住居祉か

ら出土する遺物量より多いこと。遺構の中位に焼土と炭化物の一部が検出されていることなど

が挙げられる。

これらの特色を備えた類似遺構を集約し考察した研究の中で、近年、栃木県内の類例から中

山晋氏によって興味深い報告がされている(中山氏前掲論文)。中山氏の報告では、底面の凹み

が排水を目的にしていることと、字都富市の上横田A遺跡から検出された遺構内の覆土の珪藻

分析を行った結果、底面からわずかに水生珪藻が検出されたことから、遺構の中に収められて

いた内容物が「氷Jで、底面の凹みは氷が解けた時の排水が目的で、その際に解けた水の中に

水生珪藻が混入していたためであろうと推定し、本遺跡の性格付けを「氷室Jと想定している。

さらに、中山氏は『日本書紀』に書かれた「氷室」の記述に着目している。
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しかし、本迫跡から検出された遺構が「氷￥uとして推返するには要素が之しいものの、 「氷

'千:Jが、これまでJ仕定されていた井戸祉・貯蔵穴 ・祭杷遺構・墓填・塵芥処理穴なとの性格付

けに新たに加わるものとして注目したい。

本;jitj構は集泌内における共[ciJ施設としての役割を果たしているものの、その性格付けは今後

さらなる知似遺構の調査報告を待って考察していきたい。

なお、平成8年度に本市附野町の人道北遺跡の調査において、直径2.3m、深さ1.1mの底面

の広いおじ鉢状の11]Jf:~i立構が検出されているが、底|面に階段状の構造が残されていること、湧水

が多く、訓奇に休l難をきたしたことから、井戸1ll:と推定した (r館林市埋蔵文化財発掘調査報告

{11第30集 合点林市内遺跡発掘調査報告書』館林市教育委員会 1997)。

2.八方遺跡の性格と時代変遷

本iS跡は、 11日和57年より調査を開始し、 J地点の調査が10地点目にあたる。これまでの調査

で検山された遺構のうち、住居祉が15軒で、そのうち時期が確定できたものは、古墳時代中期

が2軒、 l十i墳時代後期が12軒であった。さらに、住居祉以外の同時期の遺構として、共同施設

としてい:目付けられる円形有段遺構や炭化米が検出された特妹遺構なとも検出されている。住

Jr:I-HJI:とともに、こうした特殊な遺構が検出されたことから、八方遺跡が集落祉としての要素を

充分に兼ね備えていることがうかがえる。特に、検出された遺構が集中しているのが、本遺跡

の中央部から|特にかけての台地卜で、円形有段遺構や特殊遺構が検出されたD・J地点付近に集

硲の中心があったことがうかがえる。

さらに本遺跡で注日されることは、中世の遺物を共伴し、東西方向に走る溝状遺構が南部分

(B地点)と中央部分 (J地点)から検出されていることである。これまでの城館祉調査では本

遺跡、は該汁していないが、検出されたこれらの溝は、城館祉等の環濠の一部の口]能性も考えら

れる。なお、嘉麿3年(1328)の I~善貞広寄進状及び寺領注文J (長楽寺文書)の中に、佐貫

rFI己j桜銀[1(現tr~林市高根町付近)の弘願寺の寺領の一つに「佐貫庄鉢形郷J という記述がある

ことから、本遺跡と「鉢形郷」の係わりも今後の研究課題といえる。

また、本遺跡からは遺構は検出されていないものの、広範囲で縄文時代の石器や土器類も多

く出土していることから、本遺跡は縄文時代から人々の生活が営まれ、特に古墳時代後期には

集浜としての「ムラ」が形成され、さらに中世に至っては、住居を想定させる遺構は検出され

ていないものの、 j帯状遺構の検出や中世の遺物も多く出 tしていることから、中世の集落形態

も予定!され、本市における集落祉を研究する上で注目すべき遺跡であるといえよう。

なお、本稿をまとめるにあたり、中山首 ・小島敦一子の各氏よりご意見を賜った。記して感謝

する次第である。
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m2 

八はち方がたで
D
い地ちて点ん
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1985 
1751.6 共同住宅

八はち方がたえF地ちて点ん
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